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物」45 か所，「工作物・橋梁」58 か所（うち 1 か
所が誤認），植物 34 か所で，合計 137 か所であっ
た。平成 10年に被爆建造物等の取扱基準の改定に
伴い，それまでに明らかにされていた被爆建造物



























A 城山国民学校 0.5 市 文化財 
B 
三菱造船船型試験場 1.6   
中町教会 2.6   
長崎医科大学の配電室 0.5 国  
新興善国民学校 3.0 市 H16失 
鎮西学院中学校 0.5  H23失 
C 
悟真寺竜宮門 2.4  文化財 
大浦天主堂 4.4  文化財 
磨屋国民学校 3.5 市 H9失 
勝山国民学校 2.9 市 H12失 
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伊良林国民学校 3.5 市 H14失 
九州配電長崎支店 2.9  H17失 
料亭  松亭 3.9  H20失 
戸町国民学校 5.8 市 H23失 
日通元船町倉庫 2.8  H27失 
D 
聖福寺 2.6  文化財 
長崎経済専門学校（瓊林会館） 2.8 国  
料亭  冨貴楼 2.9   
長崎無尽会社 3.3   
長崎警察署 3.3 県  
興福寺 3.4  文化財 
料亭  一力 3.5   
出島資料館（旧内外倶楽部） 3.6 市 文化財 
日本生命長崎支社（印刷会館） 3.6   
みのり園 3.9   
崇福寺 4.0  文化財 
英国領事館 4.0 市 文化財 
料亭  青柳 4.0   
料亭  春海 4.0   
料亭  花月 4.1  文化財 
活水高等女学校 4.1   
福建会館 4.1  文化財 
宝製鋼 4.3   
グラバー邸 4.5 市 文化財 
リンガー邸 4.6 市 文化財 
オルト邸 4.6 市 文化財 
杠葉病院別館 4.6   
聖マリア園 4.7   
小島国民学校 4.7 市  
小菅修船場建物 5.2  文化財 
海江田病院 3.6  H10失 
長崎木装本社 4.1  H11失 
浪の平国民学校 4.8 市 H23失 
上長崎国民学校 2.8 市 H24失 
北大浦国民学校 4.5 市 H25失 




































































図 1 旧長崎警察署外観（写真：筆者，大波止方面から） 
 
 
図 2 旧長崎警察署 1階平面（製図：丸田諒一） 
 
 
図 3 旧長崎警察署西立面（製図：丸田諒一） 
 
 





















































図 5 大正 12年頃の絵葉書（「花の長崎」より） 
 
 
図 6 建物の初期の西立面（推測）（製図：丸田諒一） 
 
建物の広さは，地下から 2 階までは，各階 400






























図 7 被爆後の県庁周辺（写真：原爆資料館より） 
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図 9 1681〜1688年ごろの「長崎大絵図」（局部） 
 
 
図 10 1853年ごろの「御固図」（局部） 
 
 
図 11 1854年ごろの「肥前長崎湊」（局部） 
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登録はできないかという意見も聞かされた。筆者
もこの年代的な価値を認めるが，やはり，一「被
爆建造物」としてこの建物の意味を見つめていき
たい。そこで，今後どう保存すべきかの課題を提
起してきた。筆者の立場はいうまでもなく，これ
を保存し，そして，孤立した単体のものではなく，
その場所（旧県庁の敷地を含む）と一体に，都市
文脈の中において保存の有り様を考慮していくべ
きである。 
 保存の仕方については，筆者はこれまでにゼミ
生と一緒に，学識経験者や長崎に詳しい方にヒア
リングをも行ってきた。詳細についてはここで展
開しないが，伺ったアイディアだけを二，三挙げ，
考えのきっかけとしたい。 
 ・県政資料館（文書館）のようなもの 
 ・「ナガサキ国際原爆伝承館」 
 ・世界遺産センター 
 ・原爆救援関係の資料館 
 筆者は，市民が利用できるような教室や展示ス
ペース，というぐらいの機能だけでも良いと考え
る。重要なのは，その場所に「被爆建造物」があ
ることである。そして，県庁跡地と一体的に「都
市デザイン」をすることにより，この古い建物も，
県庁跡地も都市の文脈の中で意味をなすものにな
っていくのではないか。商業主義の立場に陥ると，
結果は全然変わってくる。 
 本稿は具体的な提案まで提出していないが，こ
れを今後の課題としてさらに深めていきたいと考
える。 
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